
平成３０年度「オリンピック・パラリンピック・ムーブメント全国展開事業」 

事業実施報告書 

 

 

 

道府県・政令市名【 福岡県 】        築上町立椎田中学校 

１実践テーマ 【 Ⅰ 】 

２実施対象者 築上町立椎田中学校 １年生８１名 

２年生８６名 

３年生７５名  計２４２名（全校生徒） 

３展開の形式 （１） 学校における活動 

① 教科名（       ） 

② 行事名（ キャリア教育講演会 ） 

③ その他（       ） 

（２） 地域における活動 

① イベント名（        ） 

② その他  （        ） 

４ 目 標  

 （ねらい） 

 オリンピアンによる実体験を通して、これからの私たちの人生に

おいて必要なことを学び、今後の人生に向けての強い心を養い、や

る気を起こす。 

 オリンピックの意義と偉大さを知る。 

５ 取組内容 ○ 事前学習 

 鈴木桂治氏とは、どのような柔道家であるかということやシド

ニーオリンピックで活躍した選手等の動画を観ることで、オリン

ピックの偉大さや鈴木桂治氏の活躍した軌跡を知る。 

○ 講演会 

  一柔道家がオリンピックのメダリストに登り詰めるまでの努

力の軌跡と人生を生きる上で大切なことは何なのかを学ぶ。 

・ 「できるかできないかではなく、やってみること」 

（やる前から言い訳をしない）  

・ 「受け身ではなく、やるべきことをしっかりとやる。心の持ち

ようでいくらでもレベルアップできる。」 

・ 「謙虚でなければ、強くなれない。人の話をよく聞き、自分の

ものにすることが成功するためには大切」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ スポーツ及びオリンピック、パラリンピックの意義や歴史に関する学び 

Ⅱ マナーとおもてなしの心を備えたボランティアの育成 

Ⅲ スポーツを通じたインクルーシブな社会（共生社会）の構築 

Ⅳ 日本の伝統、郷土の文化や世界の文化の理解、多様性を尊重する態度の育成 

Ⅴ スポーツに対する興味・関心の向上、スポーツを楽しむ心の育成 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 主な成果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ オリンピアンの生の声を聞くことができ、大変刺激を受けるこ

とができた。 

○ 新聞社の取材を受けることで、講演の振り返りができる共に、

オリンピアンの偉大さを再認識することができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 生徒の感想より 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

「勉強もスポーツもあきらめずに、頑張ろう。」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「最後までやり遂げることが自分の成長につながる。」 

 

 

 

 

 

 

 

「夢をしっかりもって、それに向かって行動することは大事」 

 

 

 

 

 

 

 

「自分が納得がいくまでやってみる。」 

７実践におい

て工夫した点 

（事業の特

色） 

○ シドニーオリンピックとは縁遠い生徒たちに、シドニーオリン

ピックで活躍した選手たちを動画で紹介することにより、親近感

を持たせることとした。 

○ ７月という時期を考慮し、本校体育館ではなく、空調設備の完

備した町の文化施設をお借りして、講演会を行うことができた。 

○ 文化施設の広さが十分ではなかったが、生徒のみならず、PTA

役員や教育委員会の関係者とともに講演を聞くことができ、オリ

ンピックの啓発を行うことができた。  

 

８主な課題等 ○ 費用面のサポートがないと、単独に学校でオリンピアンを講演

者として招くことは難しい。 

９来年度以降

の実施予定 

○ 本校では、毎年、男子の武道の授業において、柔道に取り組ん

でいるので、その授業において、鈴木氏の言葉を引用したりする

ことで、生徒のやる気を高めたい。 

 

 


